
議案第 10 号 

　（総　　　則）

第１条　令和２年度札幌市病院事業会計の予算は、次に定めるところによる。

　（業務の予定量）

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

床

人

人

人

人

ア

　（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

　第１款

　　第１項

　　第２項

収 　　　　　 入

病 院 事 業 収 益 25,396,000千円　

医 業 収 益 23,051,045千円　

医 業 外 収 益 2,344,955千円　

　 １ 日 平 均 外 来 患 者 数 1,274

　 主 要 な 建 設 改 良 事 業

医  療  器  械  購  入  等

　 年 間 外 来 患 者 数 309,612

　 １ 日 平 均 入 院 患 者 数 568

令和２年度札幌市病院事業会計予算

　 病 床 数 672

　 年 間 入 院 患 者 数 207,368

病院事業会計

- 53 -



　第１款 病 院 事 業 費 用

　　第１項

　　第２項

　　第３項

　（資本的収入及び支出）

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出

額に対し不足する額905,000千円は、損益勘定留保資金等で補 するものとする。）。

　第１款

　　第１項

　　第２項

　　第３項

　第１款

　　第１項

　　第２項

　　第３項

収 入 支 出 差 引 不 足 額 905,000千円　

企 業 債 償 還 金 2,636,095千円　

予 備 費 1,000千円　

支 　　　　　 出

資 本 的 支 出 3,816,000千円　

建 設 改 良 費 1,178,905千円　

負 担 金 1,806,508千円　

収 　　　　　 入

資 本 的 収 入 2,911,000千円　

企 業 債 1,038,000千円　

出 資 金 66,492千円　

予 備 費 10,000千円　

収 入 支 出 差 引 残 額 98,000千円　

医 業 費 用 24,708,724千円　

医 業 外 費 用 579,276千円　

支 　　　　　 出

25,298,000千円　
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　（債務負担行為）

第５条　債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

 1,308,000千円　

 3,341,000千円　

給 食 委 託 業 務
令和３年度から
令和５年度まで

建 物 総 合 管 理 委 託 業 務
令和３年度から
令和７年度まで

年 間 購 読 図 書

令和３年度

令和３年度

   1,000千円　

  18,000千円　

 2,254,000千円　

医 事 委 託 業 務
令和３年度から
令和５年度まで

300,000千円　

白 衣 等 管 理 供 給 業 務 500,000千円　

スキャンセンター運営委託業務
令和３年度から
令和５年度まで

  78,000千円　

システムオペレーター委託業務
令和３年度から
令和５年度まで

 150,000千円　

令和３年度から
令和５年度まで

物 品 供 給 管 理 委 託 業 務
令和３年度から
令和４年度まで

396,000千円　

ク レ ジ ッ ト カ ー ド 使 用 料
令和３年度から
令和５年度まで

  21,000千円　

医 療 機 器 保 守 点 検 等 業 務 令和３年度  380,000千円　

情報システム運用・保守等業務 令和３年度

設 備 等 更 新 改 修 業 務 令和３年度  289,000千円　

診 療 関 係 委 託 等 業 務 令和３年度  337,000千円　

検 査 機 器 借 受 等 令和３年度  101,000千円　

建 物 設 備 保 守 点 検 等 業 務 令和３年度  161,000千円　

経 営 改 善 支 援 業 務 令和３年度   50,000千円　

 事　項 期　間 限　度　額

臨 床 研 究 関 連 業 務
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　（企　業　債）

第６条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める｡

　　　　   起 債 の 目 的

証券発行又は普 9.0％以内 起債の日から据置期
通貸借とする。 間を含め40年以内に、

元利均等その他の方
法により償還する。
ただし、財政上の都
合等により定額以上
を償還し、又は本期
間中に未償還額の範
囲内において借り換
えることができる。

　（一時借入金）

第７条　一時借入金の限度額は、8,000,000千円と定める｡

　（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第８条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

 消費税及び地方消費税に不足が生じた場合

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第９条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、

又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならな

い。

9,715,129千円　

100千円　

　（他会計からの補助金）

第10条　病院事業助成のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、590,631千円で

　ある。

　（たな卸資産購入限度額）

第11条　たな卸資産の購入限度額は、1,300,000千円と定める。

 職 員 給 与 費 （収益的支出）

 交 際 費

医療器械購入費等 1,038,000千円

 限 度 額  起債の方法  利 率 償 還 の 方 法
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　（重要な資産の取得）

第12条　重要な資産の取得は、次のとおりとする。

  種　類    名　称  数　量

取得する資産 器具及び備品 一　式

 令和２年（2020年）２月18日提出

  札幌市長 秋　元　克　広

リニアック治療装置
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